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授業力の向上 と 校内研修の在り方

子どもたちが
生きていく社会

子どもたちに
求められる力

求められる
授業像

研究の方向性

1 研究の概要について

研究主題







【研究計画】
【1年目】
・研究の方向性と仮説の構築主題設定の理由および研究視点の明確化（令和6年度）

【2年目】
・1年目の課題に基づく実践の具体化（令和7年度）
◎視点1：授業改善の具現化「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を
目指す検証授業の実践
◎管内の授業づくりの指針となる「指導案バンク」の収集・整理
◎視点2：研修の在り方の再構築
◎教職員が主体的に学び続けるための研修講座による情報発信
◎アンケートや実態把握に基づく、今後の授業改善に向けた研修の在り方の検討

【3年目】
・３年間の調査・研究の総括（令和8年度）
実践の成果をまとめ、管内の授業力向上に向けた最終的な提言へ１年目



(1)「校内研修」

(2)「学習指導（授業づくり）」

２ 研修講座について

(３)「学習指導（授業改善）」



○学び続ける教師
「令和の日本型教育を担う教師の姿」

○個別最適な教師の学び、協働的な教師の学び

○学びを支える主体的な姿勢

○適切な目標設定・現状把握、積極的な「対話」

○学びの成果の可視化と組織的な共有

効率的・効果的

校内研修

※中央教育審議会（文部科学省）より

○質の高い有意義な学習コンテンツ

ファシリテーター

（１）５月２８日 研修講座「校内研修」講義1



「令和の日本型教育を担う教師の姿」

○質の高い有意義な学習コンテンツ

１：明確な到達目標の設定⇒有意義な学びとなる

２：各々の学びが特定のテーマにそって位置づけられ
入門・基礎・応用・発展が整理されている

３：大学院や教育委員会等による研修の活用

４：ワンストップ的なプラットフォーム

５：「現場経験」を重視した学び（OJT）



校内研究チャート

（１）研究主題・副題の設定

（２）研究仮説の設定

（３）研究構想の確立

（４）授業実践
Plan(計画）

Action(改善） Do(実施）

Check(評価）

（５）研究の検証・まとめ・つなげる

研
究
組
織
づ
く
り



（１）研究主題・副題の設定

学校の教育課題
（生徒の実態）

めざす生徒の姿

研究主題

今日的な教育課題

昨年度の研究の
成果と課題から、
深化・発展

学校の教育目標

今年度の学校
の重点目標

教師の願い

人的環境



3つの要素

①目的（生徒の成長）
「～の育成」「～を求めて」等

②対象（研究の領域・分野）
「～における」「～の研究」等

③内容・方法（研究の手立て）
「～を通して」等

主語は
「教師」

（１）研究主題・副題の設定



例①

①自分の考えを豊かに表現する生徒の育成

～②国語科における
③言語活動の指導の工夫・改善を通して～

主題

副題

（１）研究主題・副題の設定
3つの要素

①目的（生徒の成長）
「～の育成」「～を求めて」等

②対象（研究の領域・分野）
「～における」「～の研究」等

③内容・方法（研究の手立て）
「～を通して」等

①目的（生徒の成長）

②対象（研究の領域・分野）

③内容・方法（研究の手立て）



①自己成長能力・課題解決能力をはぐくむ
②個別最適な学びの充実

～③自らの学びを選択する場面と自らの成長を
感じることができるふりかえりを通して～

主題

副題

（１）研究主題・副題の設定

①目的（生徒の成長）

②対象（研究の領域・分野）

③内容・方法（研究の手立て）

例②

3つの要素
①目的（生徒の成長）

「～の育成」「～を求めて」等

②対象（研究の領域・分野）
「～における」「～の研究」等

③内容・方法（研究の手立て）
「～を通して」等



（２）研究仮説の設定

3つの要素

①取り組む場面
「～において」

②具体的な手立て
「～することにより」

③目指す姿、生徒像
「～となる（であろう）」



研究主題
自分の考えを豊かに表現する生徒の育成
～各教科における言語活動の指導の工夫を通して～

研究仮説
①交流の場面において、
②ペアワークやグループワーク、

全体交流などを効果的に位置づけることにより

③集団の中で自分の考えや想いを話したり伝えたりすることが
できるようになるだろう。

例

①取り組む場面
「～において」

②具体的な手立て
「～することにより」

③目指す姿、生徒像
「～することにより」

（２）研究仮説の設定



手立てに
関わる構想

学習活動に
関わる構想

めざす生徒の姿

授業内容に
関わる構想

どんな学習を
強調するか

どんな学習を
積み重ねて
成長を促すか

ICT

（映像支援等）

声がけの
内容

正負の乗法を
小学校のかけ算に例えよう

動きやリズムゲーム
を取り入れよう

（３）研究構想の確立



★全体で構想を統一する

【メリット】

①研究の積み上げがしやすい。

②設定した内容（ICT等）を得意としている

教員のリードを期待することができる。

【デメリット】

①興味の無い・苦手な教員にとっては、

研究意欲が減退する場合がある。

②取り上げた内容のみで

無理に生徒の育成をしようとしてしまう。

★それぞれの構想で進む

【メリット】

①各教員が自分の興味、関心をもっている

内容で主題に迫ることができるので、

研究意欲がわきやすい。

【デメリット】

①見通しが持てない教員が出てきやすい。

②共通理解を十分行わないと

研究成果が拡散しまとめるのが困難になる。

（３）研究構想の確立



共通理解を図ることや
研究成果のまとまりにつながる

（３）研究構想の確立

効果的で効率的な構想図や
仮説を検証するためのシートを作成



（４）授業実践
Plan(計画）

Action(改善） Do(実施）

Check(評価）
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校内研修のゴールは「成果」と「課題」！

研究主題
研究の仮説

研究授業

仮説の検証

ゴール

日々の取組

（５）研究の検証・まとめ・つなげる

見いだすための手順・見通しが重要



事前・事後調査
を活用する。

・教師から見た生徒の観察
・子供に対する授業評価
・学力検査・全国学力調査

授業を通して、
データを収集する。

・生徒の成長の記録
・生徒のプリント
・授業実践記録

研究仮説の成果・課題を見いだす。

（５）研究の検証・まとめ・つなげる

（１）研究主題・副題の設定 （２）研究仮説の設定

（３）研究構想の確立 （４）授業実践

アンケート

ICTを利用した
ワンストップ的
データ収集と整理

例

見いだすために手順・見通しが重要



・「各年度の成果と課題」を見いだす

・「成果と課題」を深化し分析する

・「改善策」を考えて、次年度以降に実践する

・「新たな課題と成果」が見つかる

（５）研究の検証・まとめ・つなげる



成功体験
研修の
取り組み

成果
有効性

意欲が
高まる

以上のことを行うことで

や
り
が
い



○計画の年数は３年が目安

・計画の変更が必要な場合もある・・・
柔軟に計画を変更し主題に迫れる。

・短いと成果が見られる前に終わる。
※教員と生徒の努力が実りづらい

・長いと教員方の入れ替えの影響が
大きくなってしまう。

※さいごに研究推進計画の作成について



１年次

基盤づくり
・新テーマ策定
・研究体制の確立
・仮説や視点の理解
・授業実践
・成果と課題の共有
・次年度重点の明確化

２年次

深化・充実
・新テーマ確定
・研究の重点確認
・授業協力者を招き
授業実践
・実践の積み上げ
・成果と課題の共有

３年次

発展
・実践発表会開催に
よる外部の評価
・研究のまとめ
・主題・副題・視点の
見直し
・年次研究の立案

※さいごに研究推進計画の作成について

例



まとめ
①主題⇒仮説⇒実施⇒検証⇒まとめの流れが重要

※すべてに具体的な設定理由と取り組みを示し共通理解を図る

②時代の変化への対応やよりよい成果を生み出す
ための状況に応じた柔軟な対応が重要

③教員の負担を減らし、時間を生む
ICT等を利用した効率的・効果的な環境整備

④教員にも意欲を生むためのきっかけ・環境が重要



成果と課題

【成果】

・研修全体を通して、初任者から中堅まで幅広い教員が、研究の基礎を

体系的に理解できたこと

【課題】

・さらに参加者の実態に迫るため、事前アンケートを取り入れた講座づく

りが必要



（２）６月２０日 研修講座「学習指導」（授業づくり）















・授業改善における１３の視点
・ラーニングマウンテンの活用
・習熟度別での指導

～講座の目的～
自己の課題をもとにして、
授業改善の視点を明確にしな
がら、より良い授業づくりに
ついて研修する

余市町立大川小学校
第５学年 算数ぐんぐんコース
算数「分数の大きさとたし算、ひき算」
授業者：所員 中島佳美

（３）９月1７日 研修講座「学習指導」（授業改善）



堀田龍也先生
（東京学芸大学

教職大学院教授）

・授業改善や主体的・対話的で深い学びの実

現に向けて、教師の手立てと授業改善の視点

の関係性を重視した研究を提唱

・授業改善における13項目の視点

もともとは東京都教育委員会の13の視点

堀田先生が学習者の思考や活動の質に焦点

を当てて分類

授業改善の13の視点



主体的な学びに関する授業改善の視点

学ぶことに興味関心を持つ

自己のキャリア形成の方向性と関連付ける

見通しを持つ

粘り強く取り組む

自己の学習活動を振り返り次につなげる



子供同士の協働を手掛かりに考える

Aペアや班で考える
B学級全体で考える

教職員や地域の人との対話を手掛りに考える

先哲の考え方を手掛りに考える

多様な表現方法を用いて対話する

対話的な学びに関する授業改善の視点



深い学びに関する授業改善の視点

知識を相互に関連付けてより深く理解する

情報を精査して考えを形成する

問題を見いだして解決策を考える

思いや考えを基に創造する



学習過程の中における１３の視点
課題追究課題把握 課題解決 ふり返り



興味や関心を高める

学びの山を使うことで
児童の意欲を引き出す

協働して課題解決する
多様な情報を収集する
多様な手段で説明する

小→全体交流 積極的な発言



教育出版 指導資料より

ラーニング・マウンテンとは？
樺山敏郎氏

大妻女子大学教授

が提唱

単元や題材のまとまりを

“山登り”に例え、

学びを見える化したもの

学びの見通しをもつ

それぞれの子どもが

自身の学びを最適化

学習の個性化

指導の個別化を実現



【大川小における共通認識】 ※単元の内容や学年の実態に応じて、柔軟に構成・活用

国語⇒単元の始まりに、児童らの考えをもとに、学級全体で作り上げた上で進めていく。
算数⇒毎時間のまとめや振り返りをもとに、理解したことや考えをまとめながら、作り上げる。

【活用例】
・拡大して教室掲示し、授業の始まりと終わりで全体共有 ・児童が各自で手元に持ち、確認しながら学習
・児童が各自、クロームブックで加除修正しながら学習 など



成果と課題

《成果》

・『13の視点』や『ラーニングマウンテ

ン』を元に授業改善の視点を提案すること

ができた。

・協議を通して、授業改善の方策や個々の

課題について参加者同士の交流を促すこと

ができた。

《課題》

・初任段階層の参加者が多く、幅広い

年齢層の参加者を募ることができれば

協議を深めることができた。

・交流がグループ内だけにとどまり、

小中やグループ間で参加者の声を全体

共有する場面を設定していなかった。



3 検証授業について

１０月２４日（金）実施
倶知安町立倶知安小学校
５年生 菅原 涼平教諭 算数科



３ 検証授業について

授業力の向上と校内研修の在り方
～子ども主体の授業づくりを通して～

研究主題



３ 検証授業について

視点１
主体的な学びを支える「単元構想」と「課題設定」の工夫

視点２
ねらいに迫るための「学習スタイル」の選択と活用



視点１
主体的な学びを支える「単元構想」と「課題設定」の工夫

学びの到達点を
明確に位置づけた単元計画



視点１
主体的な学びを支える「単元構想」と「課題設定」の工夫

いつでも確認できるように
教室内に掲示



視点１
主体的な学びを支える「単元構想」と「課題設定」の工夫

評価基準を焦点化し、
学びのゴールを可視化した

課題設定



視点２
ねらいに迫るための「学習スタイル」の選択と活用

解決意欲の喚起
子どもの「やってみたい！」を引き出す

場面設定と課題提示の工夫

柔軟な場づくり
思考の深まりに合わせ、個人・集団・

共有のマネジメント力

友達と一緒に考える

1人でそれぞれが
考える

先生と一緒に
考える



調査研究委員会での話し合いについて

『目標と評価の関係性』

・「B評価」となる児童像の具体化 → ・教師自身が「到達イメージ」を明確に持つこと

・「支援の提示」と「子どもの自発性」の

バランスの再検討 → ・前時までの既習事項の定着度確認の重要性

緻密な授業構成と、深い児童理解に基づく関わり

熊坂主任指導主事からのご助言



４ オンデマンドについて

◆外部講師による公開講義
をオンデマンド配信

…都合により参加できなか
った場合でも講義が視聴可

５月２８日（水） 校内研修

７月 ３日（火）
ミドルリーダーによる

カリキュラム・マネジメント

８月１９日（火） 学校経営Ⅱ（教頭）



４ 指導案バンクについて



５．研究の成果と課題

成果
・研究の方向性や進め方を所員
全体で共有できた

・研究内容への共通理解を図る
ことができた

・研修講座を相互参観し、改善
点を協議できた

課題
・研修後の実践や変化の把握が
できていない

・研修成果を検証する実態調査
が必要である

・検証授業を所員主体で実施す
る体制づくりが必要である



６．来年度に向けて

北海道教育研究所連盟 共同研究推進委員会

この１年を通して…

子どもの「興味・関心」や
「問い」を大事にした授業



６．来年度に向けて

北海道教育研究所連盟 共同研究推進委員会

「子ども」が主語
必要感のある課題設定
必要感のある単元（題材）計画



後志管内各校の
ＯＪＴに寄与できる

研修センターを目指して…

59



令和７年度後志教育研修センター
調査研究事業報告会

学習指導調査研究委員会

令和８年１月８日

於：後志教育研修センター

ご静聴ありがとうございました。
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